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１．はじめに 

自然災害が頻発する我が国では，ブロック塀の

倒壊の危険性が指摘されている．そこで，一部

の地方公共団体では，ブロック塀の安全性確保

に向けた実地調査[1]が行われている．しかし，

広域に点在するブロック塀の調査には，多大な

人件費と時間を要する．こうした背景のもと，

既存研究[2]では，広域な空間を計測できる MMS

（Mobile Mapping System）[3]より取得した点群

データからブロック塀の高さと傾きを算出し，

危険度を判定する技術が提案されている．しか

し，点群データでは，点検マニュアル[4]に記載

されている点検項目のうち，劣化を防ぐ笠木や，

脆弱になりやすい透かしブロック（以下，透か

し）の有無の把握が困難である．そこで，本研

究では，深層学習を用いて，MMS に搭載された

全周囲カメラの画像から笠木と透かしを検出す

る技術を開発する．これにより，画像と点群デ

ータを併用したブロック塀の危険度判定手法の

確率を目指す．  

２．研究概要 

本システム（図 1）は，検出モデル構築機能，

笠木と透かしの有無判定機能で構成される．学習

用と評価用の全周囲カメラ画像，ブロック塀の点

群データや全周囲カメラの走行軌跡を入力し，笠

木と透かしの有無を出力する． 

 ２．１ 検出モデル構築機能 

本機能では，Swin Transformer[5]を用いてブロック

塀検出モデル，笠木と透かし検出モデルを構築する．

まず，学習画像生成処理では，全周囲カメラ画像を

前方と左右前後による 5 方向のカメラ画像に分割す

る．分割した画像からブロック塀が映る画像を用いて

ブロック塀検出モデルを構築する．次に， ブロック塀

画像からブロック塀の領域を切り出す．その画像を用

いて笠木と透かし検出モデルを構築する． 

２．２ 笠木と透かしの有無判定機能 

 本機能では，構築したブロック塀検出モデルと

笠木と透かし検出モデルを参照し，笠木と透かし

の有無を判定する．まず，画像取得処理では，走

行軌跡から進行方向に対して垂直に生成した横断

測線とブロック塀の点群データを用いて交差判定

を行う．交差した場合，その地点で撮影した全周

囲カメラ画像から左右前方向の画像を取得する．

次に，ブロック塀検出処理では，ブロック塀検出

モデルを用いて，その画像からブロック塀を検出

し，ブロック塀と認識した領域の画像を自動で切

り出す．最後に，笠木と透かし判定処理では，笠

木と透かし検出モデルを用いて，切り出した画像

から笠木と透かしの検出をする．そして，連続す

る走行軌跡のカメラ画像から得られた結果を多数

決することで，笠木と透かしの有無を判定する．  
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図 1 本システムの概要 
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３．実証実験 

３．１ 実験内容 

 本実験では，徳島県美波町を対象に MMS で取

得した点群及び画像データに存在する 12 個のブ

ロック塀を対象とする．笠木と透かしの目視での

判定結果と提案手法の判定結果を比較し，その一

致率から提案手法の有用性を評価する． 

３．２ 結果と考察 

判定精度の結果を表 1，透かしの正検出例を図

2，笠木の正検出例を図 3，笠木の誤検出例を図

4 に示す．表 1 を確認すると，透かしの判定精度

は 100.0%，笠木の判定精度は 66.6%であった．

図 2より，透かしの正検出例を確認すると，可視

化結果からも，点在する透かしを的確に把握で

きることがわかった．図 3より，笠木の正検出例

を確認すると，逆光による画像明度が低い笠木

や，植生により大部分の領域が隠れた笠木も正

しく検出できていることがわかる．一方，図 4を

確認すると，笠木の無いブロック塀上部を笠木

と誤検出する事例が見られた．笠木の種類のう

ち，笠木の無いブロック塀上部と色や形状が類

似している笠木があり，それらを誤検出する傾

向を確認した．これはさまざまな形状特徴を持

つ笠木を分類せず，1 クラスとしてモデルの構築

を行ったことが誤検出の要因であると考えられ

る．これらの課題に対して，学習データにおけ

る笠木のクラスの細分化を行うことで，笠木の

さらなる判定精度の向上が期待できると考えら

れる． 

４．おわりに 

本研究では，全周囲カメラ画像から笠木と透

かしを検出する技術を提案した．実証実験を通

じて，徳島県で撮影した全周囲カメラ画像から

透かしの有無を正確に判定できることを確認し

た．今後は，本研究で明らかとなった笠木の検

出精度低下に起因する課題を解決するとともに，

ブロック塀のサビや亀裂，苔などその他の点検

項目を対象に技術開発を行い，汎用性の向上を

目指す．  
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表 1 判定精度の結果 

 一致数 不一致数 
一致率 

（単位：%） 

笠木 8 4 66.6 

透かし 12 0 100.0 
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図 2 透かしの正検出例 
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図 3 笠木の正検出例 
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図 4 笠木の誤検出例 
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